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学習シート Ⅰ　オリエンテーション　外来種問題から自然保護を考えよう
	自然保護プログラムのねらい


　都市化や不安定な社会情勢等による影響で、自然破壊や環境汚染が顕現化している。生物の一員である私たち人間が、世代を越えて健全に生きていくためには、豊かな自然の保全は必須である。しかしながら一口に自然保護と言っても、それをどうとらえ、何を大切に守るかについての意見や価値観は、人により、置かれている立場により多様である。

　このプログラムでは、自然保護に関する討論や情報収集等を通じて、市民１人１人が自然保護に関する認識をさらに深め、幅広い知見や見通しを持って、地域の自然保護に自らが参画できる能力を養うことを目的としている。

	プログラム作成の視点


1. 具体的な話題（本プログラムでは外来種のアライグマ）を学習の導入に配置した。

2. 大阪府における実態（環境問題の実状や府の取り組み）を把握できるようにした。

3. グループでの討論やクイズなどの体験活動を取り入れ、自然保護に関するそれぞれの意見を出し合い、交渉し合う能力を高めるようにした。

4. 自然保護に関する概念や用語に関する知識を改めて修得できるようにした。

	プログラムの流れと使用資料（時間はあくまでも参考）


	所要時間
	学習項目
	内容
	学習シート

（通しのページ番号）

	5分
	Ⅰ　オリエンテーション
	趣旨と流れ
	Ⅰ　オリエンテーション：本資料（p.1）

	10分
	Ⅱ　外来種問題を学ぶ
	外来種とは？

問題と対応の動向
	Ⅱ　外来種問題を学ぶ（p.2）


	20分
	Ⅲ　

アライグマについて学ぶ


	· クイズで形態や

　　生態を学ぶ

· 外来種としてのアライグマ
	Ⅲ-a　アライグマ クイズシート（p.3）
Ⅲ-b　アライグマ クイズの答え（p.4）

Ⅲ-c　外来種としてのアライグマ（p.5）


	45分
	Ⅳ　

アライグマがいて委員会


	グループ討議
	Ⅳ アライグマがいて委員会（p.6）



	5分
	Ⅴ　

大阪府における取り組み
	府における実態や

施策
	Ⅴ-a　大阪府での出現状況図（p.7）

Ⅴ-b　取材に対する回答（p.8〜9）

Ⅴ-c　大阪府アライグマ捕獲等実施要領

（p.10〜11）

	15分
	Ⅵ　自然保護と市民


	全体討議
	

	15分
	Ⅶ　自然保護について学ぶ
	自然保護に関する

用語や思想を学ぶ
	Ⅶ-a　自然保護関連資料（p.12〜13）

Ⅶ-b　法・条例資料（p.14）

	5分
	Ⅷ　ふりかえり
	学習をふりかえる
	Ⅷ　ふりかえり（p.15）


学習シート Ⅱ　外来種問題を学ぶ　外来種問題から自然保護を考えよう

[image: image2.wmf]外来種（alien species）とは、

　過去あるいは現在の自然分布域外に導入（導入とは人為によって直接的・間接的に移動させられること）された種、亜種、それ以下の分類群を指す。外来種には、国外から導入された国外外来種と国内の分布範囲以外から導入された国内外来種がある。

　また外来種のうち、導入もしくは拡散した場合に生物多様性を脅かすものを侵略的外来種（invasive alien species）という。この侵略的外来種が、生態系、生物多様性、人体や生産活動などにもたらす影響を「外来種問題」として考えていきたい。

	外来種がなぜ導入されたか？ 


（１）意図的な導入

食糧や毛皮などの採取・狩猟や釣り・緑化・天敵導入などの生物的コントロール・感傷的理由など

（２）逸出導入

耕作地、養殖場、飼育施設、家庭で飼養されたものが逸出するなど

（３）非意図的な導入

船のバラスト（土・水）放出・人間の輸送手段や輸入物に入りこむなど

　外来種が導入され、定着する（外来種が新しい生息地で子孫を残す）までには、輸入や持ち込み→飼養→野外への逸出→野生化→定着という過程がある。問題を軽減するには各段階で生じる可能性を回避するための規制や管理を行うことが重要とされる。

	外来種による影響
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· 特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

「外来生物法」　2004年6/2に制定。2005年6月1日に施行。

　生物多様性の保全に向けて、外来種問題の解決が重要な課題の1つとして国際的に認識されている。その流れを受けて、国内で外来生物法が施行された。この法律は、外来生物による生態系、人体、産業への被害を防止することを目的に、影響をもたらす国外の外来生物を「特定外来生物」と指定し、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入などの扱いを規制している。

　特定外来生物の例（一部）

フクロギツネ・タイワンザル・カニクイザル・アカゲザル・ヌートリア・クリハラリス・アライグマ・

ジュワマングース・キョン・ガビチョウ・ソウシチョウ・カミツキガメ・タイワンスジオ・オオヒキガエル・ブルーギル・オオクチバス・コクチバス・キョクトウサソリ科・セアカゴケグモなど
参考　環境省ホームページ（外来種関連）　http://www.env.go.jp/nature/intro/
学習シート Ⅲ-a　アライグマについて学ぶ　外来種問題から自然保護を考えよう
アライグマ クイズシート

描画クイズ　下のアライグマの絵に、足と尾を書き入れてください。

　足の指は何本でしょうか？　指の向きは？　どのような爪でしょうか？

　尾の長さはどれくらいでしょうか？

学習シート Ⅲ-ｂ　アライグマについて学ぶ　外来種問題から自然保護を考えよう
アライグマクイズの答えと解説

体つきの特徴






アライグマの生態（三択クイズの答え）

Ｑ１.本来の分布はどこ？

答え　③　カナダ南部から中央アメリカに分布し、水辺近くの森林にすむ。
ドイツ、フランス、オランダ、ポーランドで野生化。ロシアでは毛皮目的で1936年から放逐され定着した。水辺の森林を好むが、人工物を利用し市街地や農耕地などの環境にもすめる。

Ｑ２.アライグマの食べ物は….

答え　②　雑食性で、ザリガニ、カニ、カエル、魚、昆虫、鳥の卵、小型哺乳類、木の実、果実など何でも食べる。農作物や家禽、残飯なども食べる。在来種の捕食も懸念されている。

Ｑ３.アライグマの習性で正しいものはどれ？
答え　①　木登りが得意で樹洞や岩の割れ目に巣を造る。納屋や人家の天井裏にも巣を造る。
· 繁殖する時期は決まっていて、北アメリカでは2〜3月に交尾のピークを迎え、出産は4〜6月頃。約63日の妊娠期間を経て3〜4頭の子を産む。神奈川では3月末〜10月末と繁殖期間が長く、途中で子を失うと、同じ繁殖シーズンに再度発情する場合もある。和歌山県田辺市では、野生アライグマ62頭を捕獲しDNA分析を実施したところ、57頭が同一家系であることが判明し、繁殖力の高さが示されている。

· 両手をこする動作は、野生で水中の餌を探る習性からきていると考えられていて、実際に食べ物を洗う行為ではない。

学習シート Ⅲ-ｃ　アライグマについて学ぶ　外来種問題から自然保護を考えよう
外来種としてのアライグマ

侵入から定着までの経緯
1962年に愛知県犬山市の動物園での飼育個体が逃亡し拡大。

1979年に北海道恵庭市で飼育個体の逃亡から定着。
1980年代までに岐阜県、和歌山県、神奈川県などで野生化や自然繁殖が確認されている。

2000年で17都道府県から侵入情報が得られた。

2004年では一時的な保護を含めると、（福島）、島根、愛媛、佐賀、（鹿児島）を除く42都道府県から捕獲・保護情報が得られている。

人間の生活圏で食糧や巣を確保できる適応力が定着を可能にしてきた。
北海道：食糧や巣の確保が容易な酪農地帯を核として定着。周辺地域に拡散。

鎌倉市：市街地（住宅地）を核として定着。家屋の天井裏や空き家が格好の繁殖場となった。


アライグマによる影響
・農業被害

柑橘類、柿、スモモなどの果樹や、スイカ、トウモロコシ、イチゴ等を食害する。

本来夜行性だが昼間も目撃されている。スイカやメロンは穴をあけて食べる。


・動物由来感染症の媒介のおそれ

アライグマ回虫症／回虫卵をアライグマ以外の動物が摂取すると、その幼虫が宿主の神経系を侵し致死的な危険をもたらす。アメリカでは1980年代始めに幼児2人が死亡した。

狂犬病／日本では1957年以降発生していないが、ウイルスを伝播する危険性を持つ。
・在来種への影響（生態系被害）

北海道：ニホンザリガニ、エゾサンショウウオ、カエル類の捕食。アオサギやフクロウの営巣木の乗

　　　　っ取り。キタキツネやエザタヌキとの競合。

神奈川県：アカテガニ、アシハラガニ、トウキョウサンショウウオの捕食。ホンドタヌキとの競合。

アライグマ被害への対策

日本各地で有害鳥獣の駆除扱いによる捕獲の実施。

北海道：2001年から「北海道動物の愛護及び管理に関する条例」で特定移入動物に指定し、飼育を届け出制とする。

神奈川県：鎌倉市など各市で有害鳥獣駆除による対応。

和歌山県：有害鳥獣にアライグマの項目を新設し、対策費を予算化。

大阪府は…？

参考資料　・「外来種ハンドブック」村上興正・鷲谷いづみ監修,地人書簡2002

　　　　　・「外来アライグマの現状と問題点」池田透,外来生物対策分類群専門家グループ会合資料,環境省2004
学習シート Ⅳ　アライグマ（がいて）委員会　外来種問題から自然保護を考えよう「アライグマ（がいて）委員会」を開きましょう
（設定）

1 アライグマの被害が発生している市町村で、行政がこの問題をどう対処するかを諮問委員会に図るという設定です。

2 この委員会では、多様な立場や視点からの意見交換を行うことで、自然保護に関していろいろな角度からの考え方や知識、また問題などを理解しようと議論することが大切です。ですから、グループの結論を必ず出す必要はありません。

3 委員会は、市民として自由に意見を言っていただいてもいいですし、各役割になってその立場から意見を発言することにしていただくことも可能です。

役割例）　・農林業団体　・府の行政　・医療団体　・ペット企業　・動物愛護団体　・市民

　　　　　・自然保護団体　・被害市町村民　・学識者　・環境教育の立場から　・競争動物

　　　　　・経費的視点からなど　※討論がし易い方法で行ってください

（進め方）

１　進行役（市の行政担当者）をグループの中で決めましょう。

進行役の人は下の「３　委員会進行案」を参考に議論を進めてください。

　　　グループが複数の場合は、チームの議論内容を全体で共有化するため発表者を決めてください。

　２　委員会の議題

この地域の問題や被害への対策を考えよう
· 農業被害は数年前から上がっていたが被害は拡大傾向にある。（農作物被害）

· 住居進入で住み着き臭気がひどかったり屋根がつぶれる他、金魚やコイ､カメが食べられたり食料を荒らされたりしている。

· 散歩中に人が噛まれた報告もあがっている。

· 既存の生態系にも影響が出る恐れがある。

３　委員会進行案

①　進行役は、問題や被害をグループで確認したのち、メンバーの簡単な自己紹介（所属や名前、アライグマに関する情報など）から始めましょう。

②　具体的議論ですが、自己紹介の中で、アライグマに関する知識や情報を持っている人がいたら、その辺から話題を出していただくのも、一つの方法です。

③　メンバーの方は積極的に発言をするなど進行に協力をして進めてください。

学習シートⅧ　ふりかえり　外来種問題から自然保護を考えよう

「外来種から自然保護を考えよう」　ふりかえりシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　

	学習のふりかえり


学んだこと

今後やってみたいこと

	プログラムの評価


良かった点

改善を要する点

その他

　（プログラムやこのプロジェクトLINCSに関するご意見、ご質問など）

スイカの食害跡





アライグマの足跡


5本の指跡がつく


指が長く、指間を


広げられる。


指先を器用に使う。





タヌキの足跡


親指は地面に


つかず4本の


指跡のみ








三者択一クイズ





Q1.本来の分布はどこ？





①アフリカの草原


②中国の竹林がある山岳地


③カナダ〜中央アメリカの


水辺近くの森林


答．　








三者択一クイズ





Q2.アライグマの食べ物は…





①動物食：カニや魚などの�動物を専門に食べる


②雑食：動物も植物も何でも�食べる


③植物食：果実を専門に食べ�　る


答．　








三者択一クイズ





Q3.アライグマの習性で�正しいものはどれ？





①木登りが得意である


②年中繁殖が可能である


③食べ物を洗ってから食べ�　る


答．　





在来種を抑圧（競合、捕食、寄生など）


交雑による遺伝的攪乱


物理的環境破壊


人に病気や危害を加える


・産業への影響








生物多様性


　の喪失





生物多様性条約第8条(h)


「生態系、生息地もしくは種を脅かす外来種の導入を防止し、または外来種を制御しもしくは撲滅すること」


新・生物多様性国家戦略2002.3


生物多様性危機の構造　第3.


移入種などによる生態系攪乱





指は長く前向きに5本。指を広げることができ、器用に物をつかめる。





かかとをつけて歩く





肩から足先が黒い





指の裏を


つけて歩く





目の周囲黒い





長くてふさふさ黒い輪5〜7本





尾は短い





アライグマ





タヌキ
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